２０１０年の回顧

　今年は前半と後半で大きく仕事内容が変わりました。すなわち、７月末に人事異動があり、年の前半は地域力創造審議官、後半は自治財政局長として、仕事をさせていただきましたが、ライフワークである人材育成と地域おこしの支援活動については、一年間変わりなく粛々と続けさせていただきました。前職時代の約束は、異動のバタバタでキャンセルした２、３件を除けばすべてこなすことができました。また、キャンセルしたものの一部も延期、振り替えて実施することにしています。頼まれたところへはどこへでも出かけるという原則は今も守り続けています。平日が出かけづらくなりましたので、休日中心になりますが、今後ともこのライフワークは減速しても続けていきたいと考えています。
　前半を中心に、阿蘇ゆるっと博覧会の顧問、天草の観光開発、大山中海特に米子中心市街地やバリアフリー観光（いくつかの地方の広域連携事業も仲立ちさせていただきました）、秩父の定住自立圏構想（特に、医療と観光）の具体化、溝畑観光庁長官との連携によるエコツーリズム、グリーンツーリズムの振興、やねだん故郷創世塾への講師としての参加、東近江の緑の分権改革へのてこ入れ、半田市の障がい者のノーマライゼーションへの協力、東北オフサイトミーティングへの参加、近畿圏の自主的勉強会への参加、関西学院大学、政策研究大学院大学、山梨農業協力隊、北海道、高知県などの連続講座の開催、高知県方式の地域づくりと産業おこしへの協力、NPOや地域おこし団体、住民協働への協力、地域おこし協力隊、地域力創造アドバイザーの激励と普及、木島平農村文明塾の立ち上げ、森里海連環の共同研究への参加、自治大学校支部での講演などかなり幅広い活動ができたのも皆さまの協力のお陰と感謝しています。お陰様で、講演回数も東京、地方を含め、大小取り混ぜて５０回以上に及びました。最近は地方自治体よりも、地域づくり団体、NPO、福祉団体の皆さんから及びいただくことが多くなってきており、うれしい限りです。
　また、昨年後半から始めたマラソンも今年は本格化し、ハーフマラソン４回の出場、特に淀川大阪市民マラソンでは２時間切りを果たしました。走ることが大の苦手で嫌いだったのですが、ほとんど毎週の地方行脚からジム通いやゴルフができなくなり、やむを得ず運動のために少しずつ始めたジョッギングから、１０キロレース、ハーフマラソンと歩み続け、ここまで来たという実感があります。一番嫌いだったことを克服したという満足感、継続することの素晴らしさを今実感している自分がここにいます。若い自治ランナーズの会のメンバーとも交流をしていますが、あくまで無理のない健康志向のマラソンを細々と続けていきたいと考えています。お陰様で六星占術の小殺界である健弱も大したことなく乗り切ることができました。
　年末の地方財政対策は、国・地方を通じた税収の伸び、今年度補正の交付税特別会計の繰越金の存在、財政運営戦略の中期財政フレームなどのお陰で、地方団体の皆さんからも評価される内容となりました。これは、ひとえにランチェスター戦略などで学んだミッション駆動型の組織運営によるところが大きい、つまり組織の目標だけを明確に共有化して、できるだけ具体の行動は部下に権限をゆだねて戦うという地方分権にも共通する考え方で臨んだ成果だと考えています。このほか、片山大臣からの宿題である地方債発行の段階的自由化、事業費補正の見直し、特別交付税の一部の普通交付税への移行などの交付税改革、地方団体の国への寄付禁止規定の見直しなどへもおおむね円滑に対処できたのではないかと考えています。また、事業仕分けでも取り上げられた宝くじ問題の改革についても、一応の区切りがつき、片山大臣、蓮舫大臣からも評価をいただくまでになりました。これらもひとえに関係者の皆さまの努力のたまものと感謝しています。
